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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

展 示 訓 練 は 迫 力 満 点

行 事 は 、 ホ ー ル で の 式 典後 の

1 0時

4 0分 か ら 。 最 初

に 、 山 口 市 内

2 1地 域 の 纏

ま と い

と 、 全 体 を 指 揮 す る 「 山消 纏 」 が 登 場 し 、

2 2人 に

よ る 勇 壮 な 纏 振 り 演 技 が披 露 さ れ る 。 続 い て 、 山口 市 消 防 団 の 本 部 お よ び
1 2方 面 隊 ・

3 3分 団 の 団 員

や 学 生 消 防 隊 員 ら 約 ２ ００ 人 と 車 両

1 0台 に よ る 観

閲 行 進 が 行 わ れ る 。 そ して 、 昨 年 ９ 月 の 県 消 防 操

法 大 会 で ２ 年 連 続 優 勝し 、 今 年

1 0月 の 全 国 大 会

に 出 場 す る 小 郡 方 面 隊（ 小 郡 南 分 団 、 小 郡 分団 、 上 郷 分 団 ） が 、  「 消防 操 法 展 示 訓 練 」 を 実施 。 さ ら に 、 山 口 高 校 書道 部 の 生 徒 ８ 人 に よ る パフ ォ ー マ ン ス 、 消 防 音 楽隊 に よ る 演 奏 が あ り 、 約３ ０ ０ ０ 個 の も ち や オ リジ ナ ル 手 ぬ ぐ い な ど の「 防 火 も ち ま き 」 で 締 めく く ら れ る 。　
ま た 、 式 典 ・ 行 事 と 並

行 し て 、 屋 外 で は 参 加 型イ ベ ン ト も 多 く 開 か れ

る 。 大 型 水 槽 車 や 救 助 工作 車 な ど の 車 両 展 示 、 はし ご 車 搭 乗 体 験 （ 整 理 券は ９ 時 か ら 配 布 ）  、 火 災予 防 や 救 急 活 動 に つ い て

　
荒 天 時 は 、 内 容 が 一 部

変 更 さ れ る 。 問 い 合 わ せは 、 山 口 市 消 防 本 部 （

☎

０ ８ ３

－

９ ３ ２

－

２ ２ ０

２ ） へ 。　
山 口 市 消 防 団 の 団 員 数

は 、 ２ ０ ２ ５ 年

1 2月 １ 日

時 点 で １ ０ ２ ８ 人 。 １ 年前 （ １ ０ ５ ５ 人 ） よ り わず か に 減 っ た が 、 女 性 団員 は 近 年 増 加 傾 向 だ と いう 。

学 べ る 啓 発 ブ ース な ど が 並 ぶ 。
1 1時 か ら は 、 名

田 島 女 性 防 火 クラ ブ に よ る 豚 汁の 無 料 振 る 舞 い（ 先 着 １ ０ ０ ０人 ） も 。 廃 ホ ース を 使 っ て コ ース タ ー を 制 作 する ワ ー ク シ ョ ップ も あ る 。

　

1 1日  （ 日 ）  午 前 ９ 時 半 か

ら 正 午 ま で 、 山 口 南 総 合セ ン タ ー （ 山 口 市 名 田島 ） で 「 山 口 市 消 防 出 初式 」 が 開 か れ る 。 消 防 職員 、 消 防 団 員 、 婦 人 防 火ク ラ ブ 、 来 賓 や 関 係 者 など 約 ５ ０ ０ 人 が 出 席 。 年始 に 消 防 関 係 者 の 士 気 高揚 を 図 る と と も に 、 一 般へ の 防 火 ・ 防 災 の 意 識 を高 め る の が 目 的 だ 。　
誰 で も 見 学 で き る 屋 外

　
本 年 度 に

2 0歳 を 迎 え た

（ 迎 え る ） 人 た ち の 門 出
を 祝 う 「 二

はたち

十 歳 の つ ど

い 」 が 、 山 口 市 と 美 祢 市で

1 1日 に 開 か れ る 。 対 象

と な る の は 、 ２ ０ ０ ５ 年
（ 平 成

1 7年 ） ４ 月 ２ 日 か

ら

0 6年 （ 平 成

1 8年 ） ４ 月

１ 日 ま で に 生 ま れ た 人だ 。　
山 口 市 の 「 二 十 歳 の つ

ど い 」 は 、 山 口 市 民 会 館
（ 山 口 市 中 央 ２ ） で 午 後

２ 時 か ら 。 約 １ ５ ０ ０ 人の 参 加 が 見 込 ま れ て おり 、 開 会 前 に は 「 お 楽 しみ 抽 選 会 」 も 。 記 念 式 典で は 、 参 加 者 を 代 表 し て植 木 大 雅 さ ん 、 山 﨑 花 帆さ ん 、 中 村 心 さ ん の ３ 人が 「 二 十 歳 の 誓 い 」 を 宣言 す る 。 式 典 後 に は 、 市内

2 1地 域 別 の 記 念 写 真 撮

影 が あ る 。　
美 祢 市 の 「 二 十 歳 の つ

ど い 」 は 、 美 祢 市 民 会 館

（ 美 祢 市 大 嶺 町 東 分 ） で午 前

1 0時 か ら 。 約 １ ３ ０

人 の 参 加 が 見 込 ま れ て い

る 。 式 典 で は 、 山 方 基 幹さ ん と 小 川 琉 孔 さ ん が
「 二 十 歳 の つ ど い 代 表 挨

拶 」 を す る 。

1 0時

4 0分 か

ら は 記 念 写 真 撮 影 、

1 1時

半 か ら は 交 流 会 が 開 か れる 。

1 1　

 日 山 口 市 消 防 出 初 式
観 閲 行 進 や も ち ま き な ど

１ ５ ０ ０ 人  ・  １ ３ ０ 人 が 参 加

山 口 市  ・  美 祢 市 で  「 二 十 歳 の つ ど い 」
１ １ 日

 山 口 市

 美 祢 市
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以 北 で 繁 殖 し 、 冬 に な る と全 国 で 観 察 で き る よ う に なり ま す 。 椹 野 川 流 域 や 山 口湾 周 辺 で は 、 山 林 だ け で なく 河 畔 林 や 農 耕 地 で も 見 られ ま す 。 豊 か な 自 然 環 境 には 、 越 冬 の た め 多 く の 小 鳥が 飛 来 し 、 待 ち 伏 せ す る 樹林 も 育 ま れ て い る た め 、 ハイ タ カ に と っ て 絶 好 の 狩 場と な っ て い る よ う で す 。

　
ハ イ タ カ は ハ ト く ら い

の 大 き さ で 、 小 型 の 猛 禽類 で す 。 野 鳥 を エ サ とし 、 ス ズ メ か ら ツ グ ミ ほど の サ イ ズ の 小 鳥 類 を 捕食 し ま す 。 採 餌 な ど で 油断 し て い る 小 鳥 を 狙 って 、 羽 ば た き と 滑 翔 を 繰り 返 し な が ら 猛 ス ピ ー ドで 近 づ き 、 鋭 い 爪 を 持 った 足 で 捕 ら え ま す 。　
主 な 生 息 場 所 は 山 地 の

林 で 、 国 内 で は 本 州 中 部

8 2

ハ  イ タ カ

タ カ 目 　 タ カ 科
［ 全 長 ］ 　 オ ス 3 2 c m 、 メ ス 3 9 c m
［ 時 期 ］ 　 越 冬 の た め 渡 っ て 来 る 冬 鳥

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

寺 本

　
明 広

　 　 　

阿 部

　
来

考 古 担 当 学 芸 員

　
笏 谷 石 の 狛 犬 は 、 北 前 船

の 船 乗 り た ち が 、 寄 港 し た各 地 の 神 社 な ど に 奉 納 し たも の で す 。 北 陸 を は じ め 、北 海 道 や 青 森 県 な ど 、 ほ とん ど が 日 本 海 側 に あ り 、 瀬戸 内 海 沿 岸 で は 、 西 宮 八 幡宮 が 唯 一 の 例 で す 。 こ の 貴

　
宇 部 市 の 西 宮 八 幡 宮 に

は 、 江 戸 時 代 に 北 前 船 （ きた ま え ぶ ね ） に よ っ て 北 陸地 方 か ら 運 ば れ た 狛 犬 （ こま い ぬ ） が 伝 わ っ て い ます 。 狛 犬 は 、 福 井 県 で 採 れる 「 笏 谷 石 」  （ し ゃ く だ にい し ） と い う 緑 色 の 石 で つく ら れ て い ま す 。 笏 谷 石は 、 軟 質 の 凝 灰 岩 で 加 工 しや す い た め 、 狛 犬 の ほ か 、墓 碑 や 石 瓦 な ど に 利 用 さ れて い ま し た 。 初 公 開 ！

 北 前 船 が 運 ん だ 笏 谷 石 狛 犬

2 7 3

重 な 狛 犬 が 、 ２ 月 ８ 日 ま で県 立 山 口 博 物 館 で 開 催 中 の企 画 展 「 中 世 山 口 へ の 海 と道 」 で 、 初 め て 一 般 に 公 開さ れ て い ま す 。　
海 を 渡 っ て 運 ば れ て き た

笏 谷 石 の 狛 犬 は 、 宇 部 の 地が も つ 、 経 済 や 信 仰 を 通 じた 交 流 の 歴 史 を 鮮 や か に 伝え て い ま す 。 ぜ ひ 会 場 で 、ご 覧 く だ さ い 。県 立 山 口 博 物 館

初 公 開 さ れ る 笏 谷 石 の 狛 犬
（ 西 宮 八 幡 宮 蔵 ）

2 1 1 8

あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す

　

コ ー プ や ま ぐ ち 理 事 長

　
山 崎 和 博

　
謹 ん で 新 年 の お 喜 び を 申 し 上 げ ま

す 。 組 合 員 の 皆 様 に は 、 平 素 よ り 生協 の 活 動 と 事 業 に 多 大 な る ご 理 解 とご 支 援 を 賜 り 、 心 よ り 御 礼 申 し 上 げま す 。　
２ ０ ２ ５ 年 は 、 国 際 協 同 組 合 年 で

あ る と と も に 、 被 爆 終 戦

8 0年 と い う

節 目 の 年 で も あ り ま し た 。 山 口 県 でも 「 ２ ０ ２ ５ 国 際 協 同 組 合 年

 山 口 県

実 行 委 員 会 」 が 組 織 さ れ 、  「 ピ ー スフ ォ ー ラ ム ２ ０ ２ ５ 」 の 共 同 開 催 な

ど 、 多 く の 取 り 組 み を 通 じ て 、 協 同 組 合 間 の 〝 つ な が り 〞 の 大 切 さ を 改め て 実 感 す る 一 年 と な り ま し た 。　
事 業 面 で は 、 昨 年 、 宅 配 の 夏 季 休 暇 を 初 め て １ 週 間 い た だ き ま し た 。

そ の 間 の 配 達 休 止 で は ご 不 便 を お か け い た し ま し た が 、 宅 配 職 員 の 休 暇を １ 週 間 増 や す こ と が で き 、 心 身 の リ フ レ ッ シ ュ に つ な が り ま し た こ とに 、 改 め て 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 ま た 、

1 2月 か ら は フ ィ リ ピ ン よ り ３ 名 の

研 修 生 を コ コ ・ フ ァ ー ム で 受 け 入 れ ま し た 。 異 な る 文 化 や 価 値 観 を 持 つ仲 間 を 迎 え る こ と で 、 組 織 の 多 様 性 が 高 ま り 、 国 際 的 な 視 点 を 持 つ 組 織へ と 成 長 す る 機 会 に な る と と も に 、 社 会 的 な 人 手 不 足 へ の 対 応 と し て 、働 き 方 改 革 を さ ら に 推 進 し て ま い り ま す 。

　 　

　
さ て 、

2 6年 、 私 た ち の く ら し を 取 り 巻 く 環 境 は 依 然 と し て 厳 し い 状 況

が 続 く 見 通 し で す 。 生 活 必 需 品 を 中 心 と し た 物 価 上 昇 の 継 続 、 気 候 変 動に よ る 食 料 生 産 力 の 低 下 や 安 定 調 達 の 難 し さ 、 さ ら に 人 口 減 少 に よ る 市場 規 模 縮 小 に 伴 う 競 争 の 激 化 が 懸 念 さ れ ま す 。 ま た 、 少 子 高 齢 化 の 進 行は 需 要 と 供 給 の バ ラ ン ス を 崩 し 、 担 い 手 不 足 と 構 造 的 な 労 働 力 不 足 を さら に 深 刻 化 さ せ る 恐 れ が あ り ま す 。 こ う し た 大 き な 壁 を 、 私 た ち は 今 年以 降 も 力 を 合 わ せ 乗 り 越 え て い か な け れ ば な り ま せ ん 。　
さ ら に

2 6年 は 、 ２ ０ ３ ０ ビ ジ ョ ン の 後 半 期 「 デ ザ イ ン ２ ０ ３ ０ 」  （

2 6年

度 〜

3 0年 度 ） の 初 年 度 に あ た り ま す 。 前 半 期 の 「 デ ザ イ ン ２ ０ ２ ５ 」  （

2 1

年 度 〜

2 5年 度 ） で は 、 課 題 を 残 し つ つ も 必 要 な 投 資 を 進 め 、 店 舗 事 業 の

黒 字 化 や 毎 年 の 事 業 高 の 成 長 を 実 現 す る こ と が で き ま し た 。 こ れ は 、 組合 員 の 皆 様 の お 力 の 結 集 に よ る 成 果 に ほ か な り ま せ ん 。 今 年 は 丙 午 の 年で す 。 情 熱 と 前 進 力 を 象 徴 す る 干 支 に な ら い 、 人 と 組 織 の 力 を 最 大 限 に引 き 出 す 一 年 と し て ま い り ま す 。　
本 年 も 変 わ ら ぬ ご 支 援 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ る と と も に 、 皆

様 の ご 健 勝 と ご 多 幸 を 心 よ り お 祈 り 申 し 上 げ ま す 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


